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己 はこの シベリア 地方で 一般に 用ゐら れてゐ る、 毛 

織の 天幕の 中に 住んで ゐる。 一 しょに ゐた 男が 旅に 出 

たので、 一 人で ゐる。 

北の 国 は 日が 短い。 冷たい 霧が 立って 来て、 直ぐに 

しごと 

何もかも 包んで しま ふ。 己 は 為 事 をす る 気になられな 

い。 ランプ を 点ける のが 厭な ので、 己 は 薄暗が りに、 

床の 上で 横にな つて ゐる。 あたりが 暗くて 静かな 時に 

は、 兎角 重く ろしい 感じが 起る ものである。 己 はせ う 

ことなしに、 その 感じに 身 を 委ねて ゐる。 さっきまで 



当って ゐた 夕日の、 弱い 光が、 天幕 内の 部屋の、 氷つ 

た 窓から 消えて しまった。 隅々 から 這 ひ 出して 来た や 

うな 闇が、 斜に 立って ゐる壁 を 包む。 そして その 壁が 

四方から 己の 頭の 上 へ 倒れ掛か つ て 来る やうな 気がす 

る。 暫くの 間 は、 天幕の 真ん中に 据 ゑて ある、 大きな 

煖炉の 輪廓が 見えて ゐた。 この 煖炉が、 己の 住んで ゐ 

るャ クック 地方の 人家の、 極まった 道具で、 どの 家で 

も 同じ やうな、 不細工な 恰好 をして ゐる。 その内 広が 

つて 来る 闇が、 とうとう 煖炉 を、 包んで しまった。 己 

まはリ ひといろ かす 

の 周囲 は 只 一色の 闇で ある。 只 三 個所 だけ、 微かに、 

ちらちら 光って ゐる 所が ある。 それ は 氷った 窓で ある _ 



村の 貧しげ な 天幕 も、 小さい 会堂 も、 雪 を 被って ゐる 

広い 畑 も、 暗く 茂って ゐる 森の 縁 も、 皆 果ての ない 霧 

に 包まれて しまって ゐる。 己 は 屋根の 上に 立って ゐる _ 

はなれじま 

広い 広い 大洋の 中の 離島に ゐる やうな 気がする。 只 

ねば つち 

側に 粘土で 下手に 築き上げた 煙突が 立って ゐて、 足の 

下に 犬が 這 ひ 寄って ゐる だけで ある。 物音が まるで 絶 

えて、 どこも かしこ も 寒くて 気味が 悪い。 夜が 沈黙し 

て、 世界に 羽 を 広げて ゐ るので ある。 

ケルべ ロスが うなった。 多分 ひどい 寒が 来さうな の 

で、 嘆いて ゐ るので あらう。 犬 は 体 を 己の 足に 摩り寄 

せて、 鼻端 を 突き出して、 耳 を 立てて、 闇の 中に 気 を 



たき *、 

間もなく 焚き付けた 薪 が 煖炉の 中で 燃え 始めた。 

その 薪 を 兼ねて 煖炉の 中に 積み上げて ある 薪の 山に 近 

寄せる と、 部屋 中の 摸 様が、 今までと はまる で 変って 

来る。 ぱちぱ ちい ふ 音が、 天幕の 沈黙 を 破る。 幾百条 

の 火の 舌が 薪の 山の 間々 を 潜って 閃き 昇って 行く。 そ 

の 勢で 例のば ちば ちい ふ 音が する ので ある。 兎に角 或 

る 生々 した ものが 飛び込んで 来て、 部屋の 隅々 まで 荒 

れ 廻る やうな 気がする。 折々 ばちば ちが 止む と、 煙突 

の 口から 寒空へ 立ち 昇る 火の 子の ぷっぷ つ いふの が 聞 

え る 

間もなく 薪の 山の ぱちぱ ちが 一 層 劇しく 盛り返して 



客 は 煖炉の 側に 寄って、 凍えた 指で 不細工に ショォ 

ルの結 目 を 解いて、 それから 帽の革 紐 を 解いた。 ショ 

オルと 帽とを 除け たと ころで 顔 を 見る と、 三十 歳ば か 

リの 男の 若い、 元気の 好い顔が 寒さで 赤くな つて ゐ る。 

卑しい やうで、 しっかりした 容貌で ある。 こんな 顔の 

人 を これまで 押 丁なん ぞで 見た 事が ある。 総て 人に 対 

して 威厳 を 保ち、 人 を 恐れさせて ゐ るが、 その 癖 自分 

は 不断 用心して ゐ なくて はならない とい ふ 風の 男に こ 

んな 容貌が あり 勝ちに 思 はれる。 表情に 富んだ、 黒い 

目が、 ちょい/^ と、 物の 底まで 見抜く やうな 見方 を 



する。 顔の 下の 半分が 少し 前に 出て ゐる。 これ は 感情 

の 猛烈な 人相で ある。 併し この 男 は その 感情 を 抑へ て 

ほしい まゝ 

縦 にしない やうに 修養して ゐる らしい。 身分が 流 

浪人 だとい ふ 事 は 直ぐ 分かる。 どこで 分かる とい ふ 事 

は 言 はれない が、 一 目で 分かる。 この 男の 心が 不安で、 

心の中で 争闘が 絶えない とい ふ 事 だけ は、 下唇が ぶ 

る/ \ す るのと、 所々 の 筋肉が 神経 性に 働く のとで 判 

断す る 事が 出来る。 

顔の 表情 は 大体から いへば、 そっけな いので あるが、 

どこか それ を 調和して ゐる ものが ある。 それ は 一種の 

憂愁 を 帯びて ゐる ところに 存 する。 多分 疲れたのと、 



少し 火に 当ら せて 戴いて、 煙草 を 一 服 喫んで しまへば、 

直ぐに 出て 行きます。 こ、 から 二 ヱ ルスト 程の 所に、 

い つも わたくし を 泊めて くれる ものが ゐ ますから ご 

話の 調子で 察する に、 この 男 は 人に 迷惑 を 掛けまい 

と、 控へ 目に する 心掛け を 持って ゐる らしい。 そして 

物 を 言 ひながら、 ちょい/ \ 丁寧に 己の 顔 を 見る の は、 

己の 返事 を 待って、 その上で 自分の 態度 を 極めようと 

思 つて ゐ るから だら う。 

その 冷 かな、 物の 奥 を 見通す やうな 目附 きを、 詞に 

訳して 言へば、 「魚心あれば水心 だ」 とで もい ふべき だ 

らう。 兎に角 ャ クック 人なん ぞの 人に 迷惑 を 掛けて 平 



客 は 微笑みながら 云った。 「妙な ものです ね。 正直 

かど 

を 言へば、 お 内の 門 を 通りながら、 さう 思 ひました よ _ 

この 内で 己 を 泊めて くれる か 知らと 思 ひました よ。 流 

浪人の 中には 泊めて 遣る 事なん ぞの 出来ない 奴が ゐる 

とい ふ 事 は、 わたくし だって 好く 知って ゐ ます。 自慢 

ではありません が、 わたくし はそんな 人間と は 違 ひま 

す。 あなた も 話 を 聞いて お出での やうです から、 御 承 

知で せう がご 

「うん。 少し 聞いて ゐる よご 

「さう でせ う。 自慢で はない が、 わたくし は 横着な 事 

はして ゐ ません。 自分の 内の 小屋の 中に 牡牛 を 一 疋、 



はヮ シリ. イワ ノヰ ツチ ュ さんと いふが、 蔭で 噂 をす 

る 時 は、 只 ヮシリ とい ふ 丈で ある。 牧師が 冠婚葬祭の 

用で 歩く 時な ど は、 ヮシリ の 小屋へ 立ち寄る。 それ か 

らヮ シリが 牧師 を 尋ねて 行く と、 食卓で 馳走 をす る。 

この 土地で は 我々 の やうに 教育の ある ものが、 余所 か 

ら 移住した の を、 読書人と して 特別に 取り扱 ふの だが、 

その 読書人に も ヮシリ は 心 易く して ゐる。 

そんな 風で 見れば、 ヮシリ は 面白く、 満足して 暮し 

て ゐられ ない 害がない。 十分な 事 を 言へば、 これから 

結婚で もすべき だら う。 一体 法律 は 流浪 人の 結婚 を 許 

さない 事に なって ゐ るが、 こんな 辺鄙で は、 金 を 出し 



破って、 何物 か y 暴露し さう になって 来る。 猛烈な 意 

志の 力で、 或る 苦い、 悲しい 係 恋 じみた ものの 現 はれ 

ようとす るの を 抑へ てゐ るら しく 見える。 

この 或る 物 はなんだ らう。 己 は 最初 それ を 知らな か 

つた。 ヮシリ が 来て 泊った 頃に はま だ 解決が 付いて ゐ 

なかった。 併し 今 は 好く 分かって ゐる。 流浪が 習慣に 

なった 人間 は、 衣食に 苦しまずに 平和に 生活して、 家 

も あり、 牝牛 も ぁリ、 牡牛 も ぁリ、 廐に 馬 も あり、 人 

に 尊敬 せられて ゐ るので、 それで 己 は 満足 だと 強 ひて 

おのれ 

己 を 欺かう として ゐる。 ところが 他国へ 来て こんな 

灰色の 生活 を 営む のが、 人に 満足 を 与へ はしない。 心 



外の 食料 を 馬に 付けて、 ずっと 遠い ゥ チュウル 河の 方 

に 住んで ゐ るッン グスク 人に 売りに 行く。 森の 中ゃ鉱 

山で 稼いで ゐる 所へ 売りに 行く ので ある。 何百 H ルス 

トと いふ 遠道 を 歩かせる。 途中で は 枯草を 食 はせ る 事 

も 出来ない ので ある。 

そんな 時には、 日が 暮れる と、 茂った 森の 中に 寝る。 

木 を 集めて 焚火 をす る。 馬 は 森に 放して 置く。 さう す 

ると 雪の下に 埋もれて ゐる草 を 捜して、 ひとりで 食 ふ 

ので ある。 それから 夜が 明ける と、 又 遠道 を 歩かせる 

事に な つて ゐる。 

飼 ふに その 位 骨の 折れない 馬 だけれ ど、 一 つ 注意し 



なくて はならない 事が ある。 それ は 道 を 歩かせた 跡で 

直ぐ 飼 を 付けて はならない とい ふ 事で ある。 それから 

十分に 物 を 食 はせ た 時 は、 直ぐに 歩かせる 事が 出来な 

い。 一 日の 間食 はせ ずに 置いて、 それから 使 ふので あ 

る。 

さう いふ わけで、 ヮシリ は 三時 間 馬の 体の 冷え切る 

の を 待たなくて はならない。 己 も 付き合 ひに 起きて ゐ 

る。 そこで 二人 向き合って 坐って ゐ るが、 めったに 詞 

は 交 はさない。 

ヮシリ は 煖炉の 火が 消えさう になる ので、 薪 を 一 本 

づ、 くべ てゐ る。 ャ クックで 冬 を 通した 人 は、 煖 j& に 



薪 をく ベ 足す のが 習慣に な つて ゐ るので ある。 

長い間 黙って ゐて、 突然 ヮシリ が 「遠い な あ」 と 云 

つた。 自分で 何か考 へた 事に、 自分で 返事 をしたら し 

ヽ o 

レ 

「何が」 と 己が 問うた。 

「わたくし 共の 故郷です。 ロシアです。 こ、 まで 来る 

と、 何もかも 変って ゐ ます。 馬で さへ さう です ね。 国 

では 馬に 乗って 内へ 帰れば、 何より 先に 飼 を 付けな く 

て はならない。 ところが、 この 土地で そんな 事 をし よ 

う ものなら、 馬 は 直ぐに 死んで しま ふ。 人間 だって 違 

ひます ね。 森の 中に 住んで ゐる。 馬肉 を 食 ふ。 おまけ 



て 薪を炉 にくべ てゐ る。 煖炉の 火が 明るく 顔 を 照す の 

を 見る と、 目が どんより して ゐる。 

暫くして ヮシリ が 云った。 「まあ、 わたくしの 事 を 

話し 出して は 際限が ありません。 これまで 好い 目に 逢 

つた 事 もない が、 今 だって 好い 目 を 見て はゐ ません よ _ 

十八 位の 時まで は、 少し は 好かった のです。 詰ま リ両 

親の 言 ふ 事 を 聞いて ゐた 間が、 為合せ だった のです。 

それ をし なくなった 時、 為合せ とい ふ ものが 無くなつ 

たのです。 それからと いふ もの は、 わたくし は、 自分 

を 死んだ もの、 やうに 思 つて ゐま すご 

かう 云った 時、 ヮシリ の 顔 は 曇って、 下唇が ぴくぴ 



千 八 百 七十 〇 年の 夏の 夜の 事で ある。 汽船 ニシュ 

二 • ノフゴ ロド 号が 黒い 煙 を 後へ引きながら 日本海 を 

航行して ゐる。 左の 地平線に は 陸地の 山が、 狭い 青い 

帯の やうに 見えて ゐる。 右の 方に はラ • ペル ゥズ 海峡 

の 波が どこまでも 続いて ゐる。 汽船 は 樺 太 を 差して 進 

んでゐ るの だが、 島の 岩の 多い 岸 はま だ 見えない。 

甲板 は ひっそりして ゐる。 只舳の 所に、 月の 光 を 一 

ぱいに 浴て、 水先案内と 当番の 士官と が 立って ゐるだ 

けで ある。 船腹の 窓から は 弱い 明りが 洩れて、 ffl いだ 

海の 波に 映 じて ゐる。 



け 合 ふ 事 を 躊躇して、 頭 を 振って ゐる。 

犬ぶ 年を取って、 白髪頭に なって ゐる 流浪 人が 群 を 

放れて、 ヮシリ の 前へ 来て 云った。 「おい。 樺 太へ 着 

いたらな、 お前 脱け る 支度 をし なくて は 行けない ぜ。 

どうも まづ くな つて ゐる ぞ。， - 

「どうして ご 

「どうしても 何も ある もの か。 お前 一体なん 犯 かいご 

「再犯 だ ご 

「それ 見ろ。 それから いっか 死んだ フエ ヂカは 誰の 名 

を 言って 置いて 死んだ と 思 ふ。 お前の 名 だぞ。 あいつ 

のお 蔭で お前 は 二三 週間 手錠 を 卸されて ゐたぢ やない 



ゝ o _ 

力 」 

「それ はさう だ ご 

「それ 見ろ。 あの 時お 前、 あいつに なんと 云った。 兵 

隊が 側で 聞いて ゐ たぞ。 お前 はなん と 想って ゐ るか 知 

らな いが、 どうしても あれ は 脅迫と 聞え たからな あご 

ヮシリ も 外の 者 も、 かう 云 はれて 見れば、 どうも 多 

少 根拠の ある 話 だと 思 はずに は ゐられ な い。 

「そこで 好く 考 へて 見て な、 銃殺 をせられ る 覚悟 をし 

てゐ なくて は 行けない ぜご 

大勢の 間に 不平ら しく 何 かつぶ やく 声が した。 

一人の 男が 不機嫌な 声 をして 云った。 「よせ。 ブラ 



ンご 

「なに。 余計な 世話 だ ご 

お 、-ま 

「お前 老耄れ たの だ。 銃殺 だなん て。 その 位の 事で。 

お前 どうかして ゐ るの だ ご 

老人 は、 何 をい ふの だとい ふやうな 風で、 唾 をした _ 

そして かう 云った。 「己 はどう もして ゐ はしない。 お 

前 達が なんにも 分からな いの だ。 馬鹿 共。 お前 達 は 口 

シァで どうなる とい ふ 事 を 知って ゐる だけ だ。 己 はこ 

の 土地で どうなる とい ふ 事 を 知って ゐる。 こ、 の流義 

を 知って ゐる。 そこで 助手、 お前に 言って 置く ぞ。 黒 

竜 省の 総督の 前へ お前の 事件の 書附が 出る と、 お前 は 



銃殺せられ るの だ。 どうかしたら、 一等 軽くな つて、 

ボックになる かも 知れない。 そいつ は 一層 難 有くない _ 

どうせ 寝かされてから、 起き上がる 事 はない の だから 

な。 考 へて 見ろ。 こっち とら は 軍艦に ゐ るの だ。 こ、 

では 陸に ゐ るより 倍 厳しく せられる に 極ま つて ゐ る。 

こんな 事 は 言 ふやうな もの ゝ、 己 は 実は どうで も 好い 

の だ。 お前 方が 皆 揃って 銃殺せられ たって、 己 は 何も 

驚き はしない ご 老人が ボックと 云った の は、 監獄に あ 

る ベンチの 事で ある。 その上へ 倒して 鞭で 打つ。 併し 

みやう もく 

大抵 は 打ち殺して しま ふから、 名目 は 減刑で も、 実際 

は 一 思 ひに 銃殺せられ るより 苦しい ので ある。 



た。 ヮシリ は 「仲間」 の 為め に 危険 を 冒した ので ある 

から、 仲間が その 脱獄 を 封 e 助せ ずに ゐる わけに は 行か 

ない。 

第 一 の 準備と して、 囚人 一 同 は 毎日 受け取る 食料の 

パン を、 少 しづ、 除け て 置いて、 それ を 集めて ヮシリ 

の 携帯 糧食に する 事に した。 

それから 一 しょに 脱獄す る 人 を 選抜 するとい ふ 事に 

なった。 老人 ブラン はこれ まで 二度 樺 太から 脱獄した 

経験が ある。 それ だから 第一に 選抜 せられた。 

老人 は 別段に 思案す る 様子 もな く 承諾して、 かう 云 

つた。 「己 はどうせ 前から 森の 中で、 の たれ 死 をす る 



みちのり まきば 

道程が 可な り ある。 牧場 や、 森 や、 警戒線 を 通らな く 

て は 行かれない。 己 は 動悸が する。 あの 海の 音が 不幸 

を 予言して ゐる やうで ならない。 どうも 己に この 樺 太 

が 逃げられれば 好い が。 己 も 年が寄つ たでな。 もうこ 

れ まで 二 度 脱け た。 一 度はブ ラゴ ヱシュ チェン スクで 

摑 まった。 二度目 は ロシアまで 帰って 摑 まった。 そし 

て 又 こ、 へ 戻って 来た。 どうも この 儘 こ、 で 死ぬ る 事 

になり さう でなら ない ご 

「さう 云った もので もない よ」 と、 ヮシリ が 励ました- 

「お前 はま だ 若い。 もう 己の やうに 年を取って、 体が 

利か なくなって は 駄目 だ。 あの 海の 凄い 音 を 聞いて く 



る。 南の 方へ 行く と、 島の 果 だから、 海に 出る。 その 

方から は 大船でなくて は 渡られない。 それ だから 逃げ 

る 道 は 只 一方し かない。 北の方 だな。 どこまでも 海岸 

に 沿うて 北へ 行く の だ。 海 さへ 見て 行けば 間違 ひ はな 

い。 彼此 三百 H ルスト も 行く と 港が ある。 そこ は 大陸 

までの 海の 幅が 狭い から、 ボ オトで 渡る 事が 出来る の 

だ ご 

こんな 話 をした 跡で、 ブラン はいつ もの 結論 を 下す 

事に なって ゐる。 「ところが、 己が 言って 置く がな、 そ 

こから だって 逃げ る の は 容易な 事で はない。 兵隊が 警 

戒線を 布いて ゐ るから な。 最初に 越さなくて はなら な 



い 線 は ヮルキ とい ふの だ。 しま ひから 一 一番 目が パ ンギ 

とい ふの だ。 一番し まひの が ポギバ とい ふの だ。 大方 

逃げる 奴の 亡びて しま ふ 所 だから、 そんな 名が 付いて 

ゐ るの だら う。 (ロシア語の ポギバ は 滅亡の 義。) 一体 

警戒線 は 上手に 布いて あるよ。 道が 出し抜けに 曲る 所 

で、 その 曲った 角に 番兵が ゐる。 なんの 事 はない、 ぼ 

ん やりして 歩いて ゐる 内に、 綺麗に 網に 掛かって しま 

ふの だ。 桑原々々 だ ご 

「だってお 前 一 一度 も 遣った 覚えが あるの だから、 今度 

は そこの 場所が 分かり さうな 者 だな ご 

老人の 目は赫 くので ある。 「それ は 遣った とも。 だ 



トも 送って 来る やうな 事 はしない。 見付けた ところで 

打ち殺して しまへば、 手数が 掛からなくて 好い の だ ご 

「縁起の 悪い 事 をい ふな。 不吉な 事 を 知らせる 烏の 啼 

声 を 聞く やう だ。 いよ/ \ あした 出掛ける ぞ。 己 達の 

入用な 物 は 何々 だと、 お前 ボブロフ にさう 言 つて くれ。 

同じ 船で 来た 仲間が 取り纏めて くれる から ご 

老人 は 何やら 口小言 を 言 ひながら、 俯向いて 立って 

行った。 その 跡で ヮシリ は 同志に あすの 用意 を 言 つ て 

聞かせた。 組長の 助手の 役 は、 余程 前に 辞退した ので、 

代りが 選挙 せられて、 それが 跡 を 務めて ゐ るので ある。 

同志 は 手荷物の 用意 をした。 着物 や 靴の 痛んで ゐる 



いの だ。 土人の ボ オト を 手に入れ るに は、 てんでに 上 

着 を 脱いで 遣らなくて はならない。 それから 好い ナイ 

まさか：；：' 

フが 十二 本、 鉞 が 二つ、 鍋が 三つ だ ご 

ボブロフ は 仲間 を 集めて、 ブランの 云った 事 を取リ 

次いだ。 

仲間が 不用の 上着 を 持って ゐる もの は、 皆 そこへ 出 

した。 この 陰気な 牢屋の 中 を 出て、 自由な 天地に 帰ら 

うとして、 大胆な 為 事に 掛かる 同志の ものに 対して、 

仲間で 誰 一 人 本能 的に 同情して ゐな いもの はない から、 

上着の 掛 替は惜 まない ので ある。 鍋 や ナイフ も 只で 貰 

ひ 集めたり、 又 少しの 銭 を 出して、 移住 人から 買 ひ 取 



ひとり こと 

つて ゐる やう だ。 色々 な 独話 を 言って、 首 を 振ったり、 

合点 合点 をしたり して ゐる。 指図 もな にもして くれな 

こやす 

い。 もうさつ きから 小 休み をしても 好い 頃に なって ゐ 

るのに、 あいつ はずん/ \ 歩いて ゐる。 どうも 変 だ 

ぜご 

わたくし も そんな 気がしました。 そこで ブランの 側 

へ 行って、 「どう だね、 あんまり 急ぎ 過ぎる ぢ やない か、 

少し 休んだら ど うだらう」 と 云 ひました。 

さう すると、 ブラン は 一寸 立ち止まって、 わたくし 

共の 顔 を 暫く 見て ゐて、 又 歩き 出す のです。 そして か 

うい ふぢゃありません か。 「待て 待て。 そんなに 急い 



で 休む 事 はない。 どうせ ヮルキ か ポギバ に 行けば、 お 

前 達 は みんな 弾 を 食 ふの だ。 さう すれば、 いつまでも 

休まれる ご 

わたくし 共 は、 呆れて しま ひました。 それでも 暄嘩 

をしょう と は 思 ひませんでした。 それに 最初の 日に は 

休まずに 少し 余計に 歩いた 方が 好い の だとい ふ 事も考 

へたので す。 

又 少し 歩く と、 ヲロヂ 力が わたくし を こづいて、 「ど 

う も 間違って ゐ るね」 と 云 ひました。 

「なぜ ご 

「ヮ ルキ まで は 一 一十 ヱ ルスト だとい ふ 事 を 聞いて ゐた _ 



「おい。 皆の 者 はこ ゝで 待って ゐて くれ。 己 達 はこの 

岸に 沿うて 歩いて 見る。 為合せ が 好かったら、 土人 を 

見付けて、 どうにかして ボ オト を 手に入れようと 思 ふ _ 

二三 艘も あれば 結構 だが さう 行かなければ、 一 艘 でも 

手に入れる やうに しょう。 みんな 用心して ゐ るの だ ぜ_ 

この辺に も 警戒線が 布いて あるか も 知れない から ご 

かう 云って みんな を 残して 置いて、 わたくし 共 三人 

は 岸 を 歩き 出しました。 少し 歩いて 岩の ある 所へ 来る 

と、 そこに 網 を 繕って ゐる 男が ゐ るので す。 この オル 

クン 奴 を わたくし 共に 逢 はせ て 下さった の は、 実に 神 

のお 恵み だと 思 ひます ご 



わたくし は 飛び起きて、 周囲 を 見廻しました。 丁度 

その 時 同志の 二人が、 岩の 上へ 龃け 上がって 行きます。 

その 向う に 立って ゐ るの は 警戒線の 隊長で、 サル タノ 

フと いふ 士官です。 樺 太の 名高い 男で、 土人 さへ 恐れ 

てゐ たのです。 なんでも 囚人が この 男の 手で 殺された 

事 はたび/ \ であった さう です。 ところが 今度 はさう 

は 行きません。 向う が 危なくな つて ゐ ます。 

二人の 同志 は 例の チ エルケス 人でした。 大胆で 素早 

くって、 まるで 猫の やうに 体の 利く 奴です。 先づ 一 人 

が 正面から 向って 行って、 サル タノ フと 岩の 上で 打つ 

付かり ました。 直き 側で サル タノ フが 拳銃 を 打った の 



話 をして くれる に 違 ひない。 

もうこれ で 好い。 もう みんなぐ づ/ \ して ゐては 行 

けない。 ヮシリ や。 どうぞ みんなに 言 ひ 付けて、 己の 

墓 を こ、 へ 掘らせて くれ。 こ、 は 丁度 好い 所 だ。 向 岸 

から 吹いて 来る 風が、 己の 墓に 当る。 向 岸から 打ち 寄 

せる 波が、 己の 墓の 下まで 来る。 どうぞ 直ぐに 為 事に 

掛からせて くれ ご 

ブランの 言った 事 は、 こればかりではなかった ので 

すが、 大概 こんな ものでした。 一 同 ブランの 詞に随 つ 

て、 墓 を 掘りに 掛かりました。 

老人 は 落葉松の 木の下に 坐って ゐる。 わたくし 共 は 



分からない。 事に 依る とサル タノ フの 首の 代りに、 こ 

の 首 を 取られる かも 知れない と 思 ひました。 

土人 はわた くし 共に 肴 を くれて、 こんな 道 も ある、 

こんな 道 も あると 逃道 を教 へて くれました。 それ を 聞 

いて わたくし 共 は 歩き 出しました。 なんだか おこって 

ゐる 炭火の 上 を 踏んで 行く やうでした。 物音が すると、 

一同び つくりす る。 人家が あると、 避けて 通る。 ロシ 

ァ 人に 逢 はない やうに する。 自分の 歩いて 来た 足跡 を 

消して 置く。 実に 大変な 気苦労 をした ものです。 

昼間 は 大抵 森の 中で 寝て、 夜に なつてから 歩き 出し 

ます。 そんな 虱に して 歩いて、 とう/^、 タル ハノフ 



のです かご 

「え、。 樺 太に 葬られて ゐ るので すご 

「おやく。 あの 男 は 正直な、 善い 男でした よ。 今で 

もスタ ヘイ • ミトリ ツチ ュ さんが 折々 噂 をして ゐ ます _ 

きっと 亡くなった 事 を 聞かれたら、 ミサの 供養で もし 

て 遣られる 事で せう。 一 体 あの 男の 本当の 名 はなん と 

云った か、 お前さん 達 は 知って ゐま すかね ご 

「いや。 それ は 知りません。 わたくし 共 は 只 ブランと 

ばかり 呼んで ゐ ました。 事に 依る と、 自分 も 本当の 名 

を 忘れて ゐた かも 知れません。 流浪 人に むづ かしい 名 

はいらな いのです からね ご 



る。 それ を 風が 吹いたり、 日が 当ったり して、 又 乾か 

す。 広い 世界に どこと 云って、 自分の 安心して 休む 所 

はない。 故郷の 事 は 始終 恋しく 思って ゐ るが、 さて 

色々 な 難儀 をしたり 危険 を 冒したり して、 そこへ 帰つ 

て 見れば、 犬で さへ 直ぐに 流浪 人 だとい ふ 事 を 見て取 

るので す。 それにお 役所 は 厳しい。 やっと 故郷へ 帰つ 

たと 思 ふと、 又 牢屋に 入れられて しま ふので すね。 

それでも どうかす ると その 牢屋の 中が、 今ゐる 所に 

比べれば、 却て 天国の やう だと 思 ふ 事が あります。 タ 

ルハノ フの家 を 出て、 夜道 を 歩いた 時なん ぞが、 丁度 

さう いふ 場 4ロ でした。 



みに 隠れて ゐ るので す。 

一体 わたくし 共 はずつ と 大きい 輪 を かいて、 ニコラ 

ェ ウス クの 側へ 寄らない やうに する 積り でした。 とこ 

ろが 体が 疲れて ゐて、 遠道が 歩きたくない のと、 食料 

が 段々 乏しくなった のとで、 どうも さう して は ゐられ 

なくなった のです。 

或る日の 夕方 河の 岸に 出ました。 そこに 人が 集って 

ゐ ます。 何もの だら うと 思って、 好く 見る と 監視 中の 

囚人です。 (ロシアで は 懲役に なって、 刑期が 過ぎ去 

ると、 それ それの 村に 返して 監視して 置く。 併し 労働 

は 監視 を 受けて 規則 通りに して ゐ る。) それが 肴 を 取 



ヽ ，、ゝ o 圍 

レ 力 」 

「好い。 遣る としょう。 まだ 何 か 思 付いた ものが あつ 

たら、 一 しょに 纏めて、 晚に 持ち出して 遣る。 仲間 は 

助けて 遣らなくて はならない からな ご 

わたくし 共 はこの 話 をして から、 重荷 を 卸した やう 

な 気がしました。 そこで 帽を 脱いで、 その 男に 礼を言 

ふと、 同志の 者 も 皆帽を 脱ぎました。 段々 乏しくなつ 

て 来た 食料 を くれる とい ふの も 難 有い が、 それよ リは 

この 男の 親切な 詞が 嬉しかった のです。 どの 人間 もど 

の 人間 も、 わたくし 共に 対して は禍の 種で、 悪く する 

と 命まで 取リ 兼ねないから、 わたくし 共 は 避ける やう 



にして ゐる。 それに この 男が 始めて わたくし 共に 同情 

して くれたの です。 

わたくし 共 は 今の 出来事が 余り 嬉しかった ものです 

から、 もう 少しで 飛んだ 危険 を 冒す ところでした。 

監視 中の 連中が 行って しまった 跡で、 わたくし 共 は 

安心して、 今まで 程 用心 をし なくなりました。 ヲロヂ 

力なん ぞは 跳ねたり 踊ったり して ゐ ます。 その 辺に、 

河の 近い 所で、 ヂック マン 谷と いふ 所があります。 ヂ 

ック マンと い ふ 独逸 人が、 そ ， J で蒸汽 機関 を 製造した 

所です。 そこへ わたくし 共 は 這入り込んで、 火 を 焚い 

て、 その上へ 鍋 を 二つ 掛けました。 一 つの 方で は 茶が 



直ぐ 前で 火 を 焚いて、 なんの 危険 もない 積り で、 暢気 

に 話 をして ゐ ます。 

わたくし 共の 僥倖で、 丁度 その 時 ニコラエ ウス クの 

町に 或る 年寄の 役人が ゐ ました。 その 人 は 或る 土地の 

監獄 長 をした 事の ある 人です。 その 監獄 は 大きくて、 

種々 な 囚人が 入れて ありました。 そこに ゐた 囚人 は 皆 

この 老人の 恩 を 受けて ゐ ます。 シベリアで、 ステパ 

ン • サ ヱ リイ ツチ ュ • サ マロ フ といへば、 それ を 知ら 

ない 流浪 人 はない。 三年 程 前に その サ マロ フが 亡くな 

つたと いふ 事 を 聞く と、 わたくし でさへ わざ/ \ 牧師 

さんの 所へ 行って、 ミサ を 読んで 貰 ひました。 サ マロ 



フ さん は 実に 好い人でした。 只 口が悪い。 恐ろしい 悪 

態 を 吐きます。 大声 を 出して 足踏み をし ます。 併し 残 

酷な 事 なぞ は 誰に もしません。 何 をす るの も 公平で、 

誰に も 侮辱 を 加へ ると いふ やうな 事が なく、 囚人 を 圧 

制しない から、 みんなが 難 有が つて、 敬って ゐ ました。 

賄賂と いふ もの を 取った 事がない。 自分の 利益の 為め 

に 公共の 物 を 利用した 事がない。 只 公共団体が 報酬と 

して 送る 物 を 受ける だけです。 随分 家族が 多い から、 

それだけの 物 を 受けなくて はならなかった のです。 

わたくし 共が ヂック マン 谷で 野宿 をした 時、 この 人 

はもう 役 を 引いて、 巿 中の 自宅に CE まって ゐ ました。 



誰 やらが 近い 所で 見掛けた とい ふ 事だった。 あの 火 を 

焚いて ゐ るの は、 大方 そいつ だら う。 あんまり 気の 好 

い 話 だ ご 

「さう かも 知れません ご 

「もし さう だったら、 あの 遣って ゐる事 を 見て くれ。 

己 は 好く 知らないが、 裁判所 長 はもう 町へ 帰って ゐる 

か 知らん。 まだ 帰って ゐな いにしても、 もう そろ/ \ 

帰る 頃 だ。 あの 火 を 見付けよう ものなら、 直ぐに 兵隊 

を 差し向け るの だ。 可哀 さう だな あ。 サル タノ フを殺 

したの だから、 摑ま へられる と、 首がない。 おい。 早 

くボ オト を 一 つ 出して 貰 はう ご 



ると、 果して ボ オトが 一艘 こっそり 近寄って 来ます。 

ぜんしゃう 

舵 を 取って ゐ るの は 帽子に 前章 の附 いて ゐる 男です。 

わたくし は みんなに 声を掛けました。 「おい。 駄目 

だぜ。 裁判所 長が 遣って 来た ご 

一同 踊り上がって、 鍋 を 引っ繰り返して、 森の 中へ 

逃げ込みます。 

わたくし はこの 時、 ちらばらになる なと 一 同 を 戒め 

て、 先づ 様子 を 見て ゐる 事に しました。 遣って 来る 人 

間の 頭数が 少なければ、 こっちが 固まって 掛かれば、 

まだ 勝てる かも 知れない と 思った のです。 

* つし ろ 

そこで わたくし 共 は 木の 背後に 隠れて 待ち受けて ゐ 



隣に ゐた ダル ジンが 肱で わたくし を つ 、きました。 

「本当ら しい ぞ。 監獄 長の サ マロ フ さんだ ご かう 云つ 

て 置いて、 大きな 声 を 出して、 「旦那、 若し ダル ジン を 

覚えて お出な さいます か」 と 云 ひました。 

「ダル ジン を 知らんで なる もの か。 己の 監獄で 組長 を 

して ゐたぢ やない か。 フエ ドト といった つけな ご 

「さやう でございます。 さあく、 みんな 出て 来い。 

難 有い 旦那が お出に なった ご 

この 声 を 聞いて 同志の 者 は 皆 出て 来ました。 

その 時 ダル ジンが サ マロ フ さんに 言 ひました。 r 旦 

那。 あなたが わたくし 共を摑 まへ に お出でな さらう と 



は、 思 ひも 寄りませんでした ご 

「馬鹿な 奴 だな あ。 己 はお 前方が あんまり 気の毒 だか 

ら、 わざ/ \ 出て 来たの だ。 町の 直ぐ 前で、 火 を 焚く 

なんて、 お前 方 は 気で も 違 ひ はしない かご 

「雨で 濡れた ものです から ご 

「なんだ。 雨で 濡れた と、 それでお 前方 は 流浪 人 だと 

いふの かい。 大方 雨に 濡れたら、 砂糖の やうに 解けて 

しま ふだら う。 併し 運の 好い 奴等 だ。 裁判所 長の 見 付 

けない 内に、 己が 煙草 を 喫み に 内の 石段の 上に 出て 来 

たから、 助かった の だ。 若し 裁判所 長が あの 火 を 見 付 

けよう ものなら、 それ はお 前方 を 着物の 好く 乾く やう 



な 所へ 入れて 遣る 所だった。 やれく。 お前 方 はサル 

タノ フの首 を 斬った とい ふ 事 だが、 余り 智慧 は 無 い と 

見えるな。 早く 火 を 綺麗に 消して、 河の 側 を 離れて、 

谷の 深い 所へ もぐって しまへ。 あの 奥の 方なら、 十 個 

処へ火 を 焚いても、 どこから も 見え はしない ご 

こんな 風に 口汚な く 言 はれながら、 わたくし 共 は 爺 

いさん を 取り巻いて 立って ゐて、 皆 揃って 笑って ゐま 

した。 

爺い さん は 小言 を 言 ひ 止めて、 かう 云 ひました。 「己 

は そこの ボ オトの 中に、 パンや 茶 を 入れて 来た。 どう 

ぞ これから 先 も、 サ マロ フ の 事 を 悪く 思 はな い で くれ _ 



若しお 前方が 旨く この 土地 を 逃げお ほせて、 誰か 一人 

ト ボル スクへ 行った ものが あったら、 あそこの 寺に、 

己の 守 本尊が あるから、 蠟燭を 一本 上げて くれ、 己 は 

女房の 持って来た 地面と 家と が この 土地に あるから、 

多分 こ、 で 死ぬ る だら う。 それに 大 ぶもう 年を取って 

ゐる。 それでも 故郷の 事 は 折々 思 ひ 出す よ。 さあく 

これで 好い。 もうお 別れに しょう。 ところで まだ 一 つ 

お前 方に 言って 置く 事が ある。 そろ/ \ お 前方 は 別 

れ くになる が 好い ぜ。 一体 何人 ゐ るの だいご 

「十 一 人ゐ ます ご 

「やれく、 馬鹿な 奴等 だな。 イルク ック ではお 前方 



たか、 知りません。 後に なつてから 韃靼人 もこの 土地 

へ 来た 事が あると いふ 事 を 聞き ましたが、 本当 だか ど 

うだか 知りません。 

わたくし 共 は その 夜の 内に こ つ そり ニコラエ ウス ク 

の 側 を 通り抜けて しま ひました。 只 或る 家の 犬が 一 度 

吠えた ばかりでした。 

翌朝 日の出た 頃に は、 もう 森の 中 を 十 H ルスト も 歩 

いて、 街道の 近くに 出て ゐ ました。 

その 時 突然 鈴の 音が したので、 わたくし 共 二人 は 木 

立の 蔭に 隠れて 見て ゐ ると、 三 頭 立の 馬車が 通ります。 

それに 乗って、 外套 を 体に 巻いて 眠って ゐ たのが、 二 



ふに、 己 は 脱獄の 困難 や、 逃亡者の 受けた 辛苦と 危険 

とや、 流浪 人の 感ずる とい ふ、 癒 やす 事の 出来ない、 

陰気な 係 恋に 刺戟せられ たので はない。 己 は 只 自由と 

いふ もの、 詩趣 を 感じた ので ある。 これ は なぜ だら う。 

又 今 も 海 や 森 や、 野原が 慕 はしい、 自由が 慕 はしい と、 

切に 感じて ゐ るの は なぜ だら う。 己で さへ 海 や、 森 や、 

野原に 呼ばれ、 際限の ない 遠 さに 誘 はれる ので あるか 

ら、 その I ややす 事の 出来ない、 窮極の ない 係 恋の 盃に 

唇 を 当てた 事の ある 流浪 人が、 どんな 感じ をす るかと 

いふの は、 想像し 易い 事で はない か。 

ヮシリ は 眠って ゐる。 併し 己 は 色々 な 事 を 思 ふので、 



眠る 事が 出来ない。 この 時 己 は、 ヮシリ とい ふ 人間が、 

いま. G-S 

所謂 親の 言 ふ 事 を 聞か なくなった 後に、 どんな 事 をし 

て 牢屋に 入れられ、 苦役 をした の だら うかと いふ やう 

な 問題 を、 まるで 忘れて ゐた。 己の 目に 映 じた ヮシリ 

は 只 青年の 血気、 余 ある 力量に 駆られて 自由 を 求めよ 

うとして 走った 人間で ある。 併し どこへ 向いて 走った 

の だら う。 

あ、。 どこへ 向いて 走った の だら う。 

ねごと 

この 時ヮシ リは囈 語に 何 か 囁いた。 それが 己に は 溜 

息の やうに 聞え た。 そして あれ は 誰の 事 を 思って ゐる 

の だら うかと 想像した。 己 は 解く 事の 出来ない 謎 を 解 



場合に も、 手から 手綱 を 放して は、 韃靼 人の 恥辱に な 

る さう である。 

おや。 あそこの 真っ直ぐな 町の 脇に、 変った 賑 ひが 

ある ぞ。 馬に 乗って ゐる ものが 脇へ 避ける。 歩いて ゐ 

る ものが 矢張り 避ける。 赤い 着物 を 着て 化粧 をした 韃 

靼 人の 女が、 往来に 出て ゐる 子供 を 中庭へ 追 ひ 込む。 

天幕の 中から 物見高い 奴等が 顔 を 出す。 そして 誰も 彼 

も、 一 つ 方角 を 見詰めて ゐる。 

長い 町の 向う の 端に、 今 丁度 一群の 騎 者が 現 はれた _ 

それが 韃靼 人ゃャ クック 人の 間で 大層 流行って ゐる競 

馬 だとい ふ 事 は、 己に は 直ぐに 知れた。 騎者は 凡 六 人 



する 」 

「売らなくて はなら ないから 売ります ご ヮシリ は 又 

一 鞭 当てた。 併し 又 手綱 を控 へた。 

「実は わたくし は、 この 村で 知人に 逢った のです。 も 

う 何もかも 棄て、 しま ひます。 御覧なさい。 あの 青に 

乗って ゐ る韃靼 人が そです。 『おい/ \。 ァ ハメット 

や。 ちょっと 来い』。」 

我々 の 背後から 付いて 来た、 青 毛の すらりと した 小 

馬に 乗った 男が、 己の 橇の 側へ 駆け寄って、 帽を 脱い 

で 礼 をして、 微笑んだ。 己 も 物 珍ら しく 思って、 その 

韃靼 人の 顔 を 見た。 



る。 鉱山で 焼酎 を 売る の は、 金 を 掘る より 儲が 大きい 

ので ある。 

己 は ヮシリ の 顔 を 見た。 ヮシリ は 俯向いて 手綱 をい 

ぢ つたが、 直ぐに 又 頭 を 挙げて、 火の やうに 赫く目 を 

して、 戦 を 挑む やうに 己の 顔 を 見た。 堅く 結んで ゐる 

口 の 下唇が ぴ くくして ゐる。 

「わたくし はこい つと 一し よに 森へ 行きます。 そんな 

顔 をして わたくし を 見なくても 好 いぢゃありません か- 

どうせ わたくし は 流浪 人 だから、 流浪 人で 果てます 

よご 

最後の 詞は、 もう 馬 を 飛ばせて、 雪 を 雲の やうに 蹴 
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